
水道から直接水を供給する
タイプのウォーターサーバー
を設置したことにより、日直
業務であった「ガスコンロの
元栓やポットの管理」の業
務をなくすことができました。

学校における働き方改革の最大の目的である、「働きやすさ」
と「働きがい」の両立を実現するため、 『創造的余白』を生み
出す業務改善のアイデアについて、参加者全員で考えました。

「令和７年度伴走支援事業」の活用（三庄小学校）
とくしまの学校における働き方改革通信

  ～うぇるびーいんぐ～ Vol.59 取組の柱 《２》 業務改善の更なる推進  ★県内の先進事例

三庄小学校にて、「令和７年度伴走支援事業」を活用
した、 「(株)先生の幸せ研究所」のコンサルタントによる
「業務改善ワークショップ」を実施しました。

★「日直当番」の廃止

 ⇒なくせる仕事はなくし、「その時、その場にいる者」が対応

★季節等の掲示は児童の委員会活動で行う

★ﾌﾟﾘﾝﾄ等の丸付けの、他のｽﾀｯﾌへの委託促進

 ⇒今年度、業務内容を整理した特別支援教育支援員の
 協力を促す

★児童の主体性を育む家庭学習の在り方の検討

 ⇒自主学習ノートやタブレットの活用について、『創造的余
 白』の時間を活用して全職員で研修

ワークショップ後、「すぐに」具現化してみた
業務改善のアイデア

校時表を見直し、児童生徒放課後の『創造的余白』を創出
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児童放課後は、
 ・学習規律
 ・家庭学習の在り方
 ・基礎学力の定着
 ・効果的な朝の活動
 ・話し合い活動 etc
ﾃｰﾏを定めて研修中!

※ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催前に見直し済

【今後取り組みたいこと】

●チーム担任制の導入
●校時表・授業時数の

 更なる見直し
●授業・学習指導改善

←研修用
思考ﾂｰﾙ
「えんたく
ん」を用い
て対話的
な研修を
実現
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